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【短報】岩手県におけるキタコマルガムシの記録
キタコマルガムシ Crenitis hokkaidensis (Nakane, 

1966) は，国内では北海道，本州，四国に分布する
（佐藤・吉富，2018）．筆者らはこれまで記録のな
かった岩手県で本種を採集したので報告する．な
お，コマルガムシ亜属日本産種の分類については
Hebauer (1994) で再検討されているが，雄交尾器の

形状を含めて種を識別する形質について曖昧なま
まであるため，同定は北九州市立自然史・歴史博
物館の蓑島悠介博士に依頼した．

1♂（図 1，2）2♀，岩手県宮古市区界黒沢，20．
VI．2016，筆者ら採集・佐野保管．

本種を採集したのは，黒沢源流域にあたる標高
約 800 m 付近で，沢の脇にできた直径約 50 cm，水
深は 2 cm 程の水溜りであった（図 3）．水溜りに
は広葉樹の落ち葉が堆積しており僅かに湧水が流
れ込んでいた．採集地では，他にホソクロマメゲ
ン ゴ ロ ウ Platambus optatus (Sharp, 1884)， チ ョ ウ
カイクロマメゲンゴロウ Platambus ikedai (Nillson, 
1997)，ワタナベダルマガムシ Hydraena watanabei 
Jäch & M. Satô, 1988 が同所的に見られた．

末筆ながら，本種を同定するにあたりご教示い
ただいた北九州市立自然史・歴史博物館の蓑島悠
介博士にはこの場を借りてお礼申し上げる．
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図1–2. キタコマルガムシ（1）およびその雄交尾器（2）．

図3. 採集地の様子．


